
学校経営計画 
 

校訓『元気 笑顔 夢の実現』 

１ 目指す学校像 

(1) 学校教育目標『いきいき学び 地域と共に よりよく生きる人を育てる』 

いきいき学ぶ＝心身ともに健康で、主体的に学ぶこと 

地域と共に＝学校生活（学習面・生活面）が充実し、人・もの・ことに主体的に関わること 

よりよく生きる人＝日々の学びを積み重ね、卒業後に自立した豊かな生活を送れるようにすること  

(2) 目標具現化の柱 

ア【専門性】主体的・対話的で深い学びの積み重ねをとおして児童生徒一人一人の確かな成長・発達を支える学校 

イ【安全・安心】人権・個性を尊重し、安全・安心な教育環境、学校体制を実現する学校 

ウ【連携】家庭や地域、関係機関等から信頼され共に歩み協働する学校 

エ【チーム】教職員が学校づくりに積極的に参画するとともに、業務の精選とワーク・ライフ・バランスを実現しチームと 

して働きがいが持てる学校 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

 

専

門

性 

(ア)生徒の主体的な

姿を目指し、生きる

力を育む授業の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)12 年間の系統

性を踏まえた指導と

年間指導計画の改善 

・生徒の主体的な姿と育成したい資

質・能力を明確にした個別の指導 

計画の作成、授業実践を行う。 

 

 

 

 

 

・対話と深い学びのためのＩＣＴを活

用した効果的な指導を実践・共有す

る。 

・生徒の思いや考えの表出に沿った授

業づくり、授業改善を行い、他者との

関わりや自己調整する姿を引き出し

ている。 

・生徒が学習したことを社会生活に生

かそうとする態度や社会へ主体的に

関わろうとする態度を育むよう意識

している。 

・ICTの使用目的を明確にしながら生徒

の実態に合わせた効果的な ICT 活用

について考え、実践している。 

教務課 

研修課 

学部 

 

 

 

 

 

 

教務課 

研修課 

・学びの連続性と夢の実現に向けて教

科横断的な視点をおさえた年間指

導計画の評価と改善を行う。 

 

・ＴＴ間の話し合いや外部助言者、ス

クールカウンセラーからの助言を

活かした手立てにより個別最適な

学びを実践する。 

・学習指導要領を根拠とした年間指導

計画（御前崎ver.）を基に、学習内容

や単元配列、系統性を見直しながら学

習指導をしている。 

・設定した指導目標・内容について定期

的に振り返りをし、生徒一人一人の特

性や内面の育ちに配慮した指導・支援

を行っている。 

教務課 

教育課程編成

委員会 

 

特別支援教育 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

 

イ 

 

安 

全 

・ 

安 

心 

（ア）人権に配慮し

た言動や行動の徹底 

 

 

 

 

 

 

(イ)命を守る体制の

構築と緊急時対応の

行動力強化 

 

・「自分らしさ」を発揮できるよう生徒

一人一人を大切にした学校生活を

支援する。 

 

・自己チェックリストによる振り返り

や研修会、関連する話題に触れるこ

とにより人権感覚の一層の向上を図

る。 

・生徒の特性や心理的安全性の確保に

配慮した生活指導及び支援ができて

いる。 

 

・高い人権意識をもち、相手を尊重した

態度や言葉遣いで生徒の見本となっ

ている。 

 

生徒指導課 

保健体育課 

学部 

・学校周辺の状況を踏まえた危機管理

マニュアルの随時見直しと危機対

応能力の一層の向上を図る。 

 

・学校と家庭が連携した安全教育（生

活・交通・災害）を促進する。 

・発災時に生徒と自分自身の安全を確

保し、状況に応じた避難行動がとれる

ように日頃から自分の役割を理解し

ている。 

・生徒が家庭や地域においても安全に

生活することができるよう地域の状

況を踏まえて指導を進めている。 

保健体育課 

生徒指導課 

 



ウ 

 

連 

携 

(ア)生徒の夢の実現

に向けた関係機関等

との協働強化 

 

 

 

 

 

 

(イ)地域資源(人・も

の・こと)への深い理

解とそれを活かした

実践や発信 

・個別の教育支援計画を基に学びの連

続性（中高接続）と切れ目のない支

援ができるよう学校を含めた関係

機関との連携を図る。 

・夢の実現シートを活用し、生徒が地

域とつながり、目標をもって生活で

きることを視点に授業改善を図る。 

・地域資源（人・もの・こと）の活用 

を軸とした年間指導計画の実践を

振り返り、地域共生社会の実現に向

けた学習内容の充実を図る。 

 

・池新田高校のインスタグラムや御前

崎市の広報等を活用し、地域への発

信を行う。 

・生徒が地域の中で自身の役割を果た

しながら自分らしく生活ができるよ

うに関係機関と連絡を取り合ってい

る。 

・生徒の卒業後になりたい自分の姿を

実現できるよう指導・支援している。 

・池新田高校や地域での学習を通じて、

多様な人々と協働する力を身に付け

られるように支援している。 

・池新田高校の図書館や読書週間等を

活用し、読書活動を推進している。 

・相互理解から生まれる価値観を大切

にし、積極的な交流活動を推進してい

る。 

進路指導課 

学部 

教務課 

特別支援教育 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

エ 

チ
ー
ム 

(ア)働きがいのある

職場の充実  
・運営委員会や学年主任者会を活用

し、教職員一人一人がそれぞれの

立場で改善に向けた意見を話し合

える環境を作る。 

・会議の時間管理と授業の指導人数

の見直しを図り、教材研究や授業

の話し合いの時間を確保する。 

 

 

 

・ワーク・ライフ・バランスを意識し

た勤務の在り方や業務改善を推進

する。 

・学校経営＝分校の特長を最大限に発

揮することを各部署内で考え、改善案

を出し合っている。 

 

・資料の事前配付及び論点を明確にし

た提案を心掛け、短時間で建設的な意

見が出るように心掛けている。 

・学習内容を検討する際に適切な役割

分担及び指導人数まで確認ができて

いる。 

・時間外勤務が年間360時間以内で収ま

るように全職員が働き方を工夫して

いる。 

学年主任者会 

学部 

企画会 

 

 

 

 

 

 

 

学校職員衛生

委員会 

管理職 

 


